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⑥
職
歴
…
…
大
学
職
員
（
二
二
歳
、
二
年
）、
大
学
助
手
（
三
一
歳
、
二

年
）、
大
学
講
師
（
三
三
歳
、
四
年
）、
現
職
（
三
七
歳
か
ら
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
人
文
社
会

学
部
・
留
学
、
二
八
歳
、
二
年
間
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
資
料
の
収
集
や
作
家
、
出
版
社
、
書
籍
販
売
者
、
読
者

な
ど
文
学
を
め
ぐ
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

で
行
う
こ
と
が
多
い
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
南
ア
ジ
ア
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
冷
戦
が
終
結
し
た
こ
と
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
和
平
の

兆
し
が
訪
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
一
般
的
な
渡
航
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
髙
樹
の
ぶ
子
編
『
天
国
の
風
：
ア
ジ
ア
短
編
ベ
ス
ト
・

セ
レ
ク
シ
ョ
ン 

』（
新
潮
社
、
二
〇
一
一
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
初
恋
の
き
た
道
』（
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ
監

督
、
二
〇
〇
〇
年
、
中
国
）。

ポ
ン
シ
ョ
ー
、
Ｆ
（
一
九
八
六
）
北
畠
霞
訳
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
〇
年
』
連

合
出
版
。
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映
画
リ
ス
ト

『
怪
奇
ヘ
ビ
男
』…
…
①

〔
ケ
ン
コ
ン
蛇
〕
／T

he Snake 
M

an

、
②
テ
ィ
ア
・
リ
ム
・
ク
ン
、
③
一
九
七
〇
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
九
層
の
地
獄
』…
…
①

／D
evět kruhů pekla

、
②
ミ
ラ

ン
・
ム
フ
ナ
、
③
一
九
八
七
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
チ
ェ
コ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
』…
…
①T

he K
illing Fields

、
②
ロ
ー
ラ
ン

ド
・
ジ
ョ
フ
ィ
、
③
一
九
八
四
年
、
④
イ
ギ
リ
ス
、
⑤
英
語
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
八
五
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ラ
ン
バ
ー
ズ
』…
…
①Le Som

m
eil d

�Or

／Golden 
Slum

bers

、
②
ダ
ヴ
ィ
・
チ
ュ
ウ
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
二
）。

『
一
九
六
五
』…
…
①1965

、
②
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク
、
③
一
九
六
五

年
、
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
戦
争
の
あ
と
の
美
し
い
夕
べ
』…
…
①

／U
n Soir 

A
près La Guerre

／O
ne Evening A

fter the W
ar

、②
リ
テ
ィ
・

パ
ニ
ュ
、
③
一
九
九
七
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
⑥

東
京
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
八
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
セ
ン
テ
ン
ス
ト
・
ホ
ー
ム
』…
…
①Sentenced H

om
e

、
②
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
グ
レ
イ
ビ
ア
ス
、
ニ
コ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ン
ハ
ム
、
③
二
〇
〇
六

年
、
④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英
語
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
』…
…
①N

ew
 Y

ear Baby

、
②
ソ
チ
ア

タ
・
パ
ウ
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英
語
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

語
、
⑥
難
民
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
プ
ッ
ト
サ
エ
ン
と
コ
ン
ラ
イ
嬢
』…
…
①

／12 Sisters

、

②
リ
ー
・
ブ
ン
・
ジ
ム
、
③
一
九
六
八
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
⑤
カ
ン

ボ
ジ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
魅
惑
の
森
』…
…
①

／La Forêt Enchantée

、
②
ノ
ロ
ド

ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク
、
③
一
九
六
六
年
、
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
⑤
カ
ン
ボ
ジ

ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
岡
田
知
子
（
お
か
だ
・
と
も
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
外
国
語
大
学
総
合
国
際
学
研
究
院
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
六
年
、
兵
庫
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
学
、
文
化
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
（
地
域
文
化
専

攻
）。

一
〇
年
ほ
ど
前
、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
の
あ
る
比
較
文
学

セ
ミ
ナ
ー
に
て
タ
イ
映
画
に
つ
い
て
の
議
論
と
な
り
、
世
界
に
対
し

て
タ
イ
の
誇
る
二
大
映
画
ジ
ャ
ン
ル
は
「
ホ
ラ
ー
」
と
「
ガ

ト
ゥ
ー
イ＊

１
（
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
）」
も
の
で
あ
る
と
い
う
提
議
が
あ
り
、

参
加
者
全
員
の
首
肯
を
得
た＊

２

。

現
在
で
も
こ
の
二
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
映
画
は
盛
況
で
あ
る
が
、

加
え
て
近
年
で
は
『
ブ
ン
ミ
お
じ
さ
ん
の
森
』（
二
〇
一
〇
）
の
よ

う
な
カ
ン
ヌ
で
賞
を
と
る
「
世
界
的
」
作
品
も
で
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
タ
イ
本
国
で
の
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
芳
し
く
な
く
、
影
響
力

新しいヒロイン像
――日本・韓国表象とともに

平松秀樹

【タイ】
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公
の
価
値
観
を
中
国
系
の
家
庭
と
い
う
「
特
殊
性
」
に
帰
す
論
者
も

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
作
品
中
で
は
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
も

垣
間
見
せ
、
対
照
的
に
男
性
に
積
極
的
で
複
数
の
ギ
ッ
ク＊

４

を
持
つ
近

所
の
後
輩
を
登
場
さ
せ
、
主
人
公
が
疎
ま
し
く
も
内
心
で
は
羨
ま
し

く
感
じ
る
と
い
っ
た
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

泥
酔
し
て
愛
車
を
ぶ
つ
け
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー

等
を
乗
り
継
い
で
通
勤
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
ス
カ

イ
ト
レ
イ
ン
（
高
架
電
車＊

５
）
を
舞
台
に
し
て
素
敵
な
男
性
と
近
づ
き

に
な
る
と
い
う
話
が
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
映
画
の
後
景
画
像
は
美

し
い
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（Bangkok M

ass T
ransit System

）
一
〇
周
年

を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
こ
の
映
画
は
、
当
然
そ
の
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン

の
映
像
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
的

な
近
代
都
市
バ
ン
コ
ク
の
魅
力
を
遺
憾
な
く
映
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
こ
れ
ま
で
タ
イ
映
画
か
ら
連
想
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
泥
臭
さ
」

を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い＊

６

。
管
見
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
九
年
一
二
月

の
こ
の
Ｂ
Ｔ
Ｓ
開
通
を
機
に
、
特
に
周
辺
地
域
に
お
け
る
社
会
・
文

化
的
土
壌
が
大
い
に
変
わ
っ
た
。
髪
型
、
服
装
と
も
モ
ダ
ン
な
都
会

的
セ
ン
ス
と
な
り
、
男
性
の
靴
も
（
ビ
ー
チ
）
サ
ン
ダ
ル
か
ら
ス

ニ
ー
カ
ー
へ
と
模
様
替
え
し
て
い
っ
た
。「
泥
臭
さ
」
か
ら
洗
練
さ

れ
た
都
会
的
文
化
へ
と
変
容
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
起
こ
っ
た
環

境
変
化
の
帰
着
と
し
て
「
日
本
現
代
文
学
を
都
市
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
受
容
し
た
若
者
た
ち
」
が
「
ム
ラ
カ
ミ
ハ
ル
キ
の
翻
訳
本
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
の
よ
う
に
持
ち
歩
く
」
と
い
っ
た
状
況
が
誕

生
し
た
舞
台
も
（
平
松 

二
〇
一
一
：
五
七
）、
ま
さ
に
Ｂ
Ｔ
Ｓ
ス
カ

イ
ト
レ
イ
ン
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
素
敵
な
男
性
と
の
出
逢
い
が
都
会
の
生
活
に
疲
れ
た

タ
イ
版
「
Ｏ
Ｌ
」（
サ
ー
オ
・
オ
フ
ィ
ス
）
に
と
っ
て
の
バ
ン
コ
ク

の
情
景
を
一
変
さ
せ
る
。
そ
れ
ま
で
の
灰
色
で
つ
ま
ら
な
い
出
勤
風

景
、
最
悪
の
通
勤
地
獄
が
、
渋
滞
に
も
鷹
揚
、
ク
ロ
ー
ン
（
運
河
）

を
走
る
水
上
バ
ス
（
渋
滞
を
避
け
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
が
臭
く
、

暑
く
、
危
険
で
有
名
）
の
苦
難
も
ど
こ
へ
や
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
に
ま
で
優
し
い
言
葉
を
か
け
、
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の
後
部
座
席
で

さ
え
も
笑
顔
を
見
せ
る
バ
ン
コ
ク
生
活
が
幕
開
け
し
た
。
さ
し
て

ぱ
っ
と
し
な
い
普
通
の
女
性
で
も
素
敵
な
男
性
と
恋
が
で
き
る
、
と

多
く
の
都
会
女
性
を
勇
気
付
け
、「
そ
こ
に
あ
る
日
常
」
で
「
だ
れ

は
極
め
て
小
さ
い
。
小
論
で
は
、
タ
イ
国
内
で
話
題
を
呼
び
、
社
会

に
少
な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
近
年
の
タ
イ
映
画
を
中
心
に

扱
い
、
そ
の
傾
向
を
抽
出
し
た
い
。

『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
が
逢
い
に
来
る
』

ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
都
会
風
の
颯
爽
と
し
た
映
画
ス
タ
イ

ル
で
話
題
を
呼
ん
だ
『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
が
逢
い
に
来
る
』（
二
〇

〇
九
）（
日
本
公
開
時
の
タ
イ
ト
ル
は
『BT

S- Bangkok T
raffi

c

（Love

）Story

』、
以
下
『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
と
略
記
）
で
あ
ろ

う
。
大
卒
（
会
計
専
攻
）
で
企
業
に
勤
め
る
都
会
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
描
き
、
幅
広
い
階
層
の
人
々
の
支
持
を
得
た
。
主
人
公
は

三
〇
歳
の
独
身
の
女
性＊

３

で
、
容
姿
は
月
並
み
で
あ
る
が
英
語
も
話
せ

知
識
教
養
も
あ
り
、
バ
ン
コ
ク
の
日
系
企
業
に
勤
め
る
。
親
で
は
な

く
個
人
所
有
の
ト
ヨ
タ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
運
転
し
、
グ
ッ
チ
の
ボ
ス
ト
ン

や
ゴ
ヤ
ー
ル
の
サ
ン
ル
イ
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
と

い
っ
た
バ
ッ
ク
を
携
帯
す
る
（
写
真
）。
こ
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の

映
画
の
設
定
に
あ
り
が
ち
な
ベ
ン
ツ
や
Ｂ
Ｍ
車
、
あ
る
い
は
エ
ル
メ

ス
の
バ
ー
キ
ン
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

主
人
公
を
真
似
て
同
じ
グ
ッ
チ
の
バ
ッ
ク
を
素
早
く
購
入
し
た
者
も

少
な
か
ら
ず
い
る
。
そ
の
他
レ
イ
バ
ン
の
サ
ン
グ
ラ
ス
等
も
都
会
生

活
の
効
果
的
ア
イ
テ
ム
と
し
て
強
調
さ
れ
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
も

の
は
現
実
の
一
般
の
人
に
も
手
の
届
く
範
囲
内
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
歓
迎
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
（
た

だ
し
、
バ
ン
コ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
都
会
で
の
、
と
い
う
限
定
詞
が
必

要
か
も
し
れ
な
い
が
）。

一
見
充
足
し
た
生
活
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
欠
如
感
が
、
親
友
の
結

婚
を
機
に
、
恋
人
の
い
な
い
寂
し
さ
と
し
て
一
気
に
増
幅
す
る
。
中

国
系
の
家
庭
で
、
母
親
に
よ
る
「
男
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
と
家
が
潰

れ
る
」
と
の
教
え
を
受
け
て
育
っ
た
主
人
公
は
、
自
分
か
ら
男
性
に

声
を
掛
け
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
お
く
て
で
、
当
然
ボ
ー
イ
フ

レ
ン
ド
を
持
っ
た
経
験
も
な
い
。
中
学
の
頃
、
ア
イ
ド
ル
歌
手

（
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
）
の
映
る
テ
レ
ビ
を
前
に
体
を
震
わ

せ
、
前
述
の
よ
う
に
母
親
に
叱
咤
さ
れ
る
シ
ー
ン
は
、
か
つ
て

「
ジ
ュ
リ
ー
」
と
叫
ん
だ
樹
木
希
林
を
彷
彿
さ
せ
日
本
の
視
聴
者
に

も
滑
稽
で
あ
ろ
う
。
あ
と
で
母
親
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
覚
え

は
な
い
と
言
わ
れ
、「
女
性
か
ら
告
白
す
る
の
は
、
は
し
た
な
い
」

と
す
る
母
の
教
え
を
ず
っ
と
信
じ
て
守
っ
て
き
た
一
七
年
間
は
な
ん

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
オ
チ
が
入
る
の
で
あ
る
が
。

伝
統
的
に
タ
イ
の
女
性
が
、「
女
の
真
価
は
〝
ケ
ー
オ
〟（
宝
石
、

ク
リ
ス
タ
ル
）
の
よ
う
な
処
女
性
で
あ
り
、
女
の
美
徳
は
感
情
・
愛

を
出
さ
ず
、
愛
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
唱
え
た
古
典
詩
人
ス

ン
ト
ン
プ
ー
の
「
女
性
訓
」
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
教

え
は
日
本
に
お
け
る
「
女
大
学
」
の
如
く
形
を
変
え
現
代
社
会
に
お

い
て
も
な
お
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
と
筆
者
は
か
つ
て
論
じ
た
こ

と
が
あ
る
が
（
平
松 

二
〇
〇
八
ａ ; 

二
〇
〇
八
ｂ
）、
こ
の
「
シ
ェ
ー

マ
」（
図
式
）
は
本
映
画
に
も
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
主
人

写真　『スカイトレインが逢いに来る』 劇場
ポスター
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イ
人
好
み
の
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
で
あ
る
。
軽
快
な
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
音

楽
に
乗
っ
た
快
活
な
テ
ン
ポ
の
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
は
視
聴
者
を
飽
き

さ
せ
ず
、
韓
国
を
舞
台
に
し
た
相
乗
効
果
で
二
〇
一
〇
年
度
の
タ
イ

映
画
興
行
収
入
一
位
に
輝
い
た＊

10

。
主
人
公
は
購
買
力
を
つ
け
た
近
年

の
タ
イ
人
女
性
の
一
変
化
で
あ
ろ
う
か
。K

-pop

風
の
美
容
整
形
の

た
め
韓
国
に
行
こ
う
と
い
っ
た
書
籍
も
本
屋
に
並
ん
で
い
る
が
、
タ

イ
人
に
と
っ
て
ヴ
ィ
ザ
の
い
ら
な
い
韓
国
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
大

阪
城
や
は
た
ま
た
パ
リ
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
本
店
に
お
い
て
も
最
近

は
タ
イ
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
海
外
へ
の
ツ
ア
ー
や
個
人
旅
行
も

す
で
に
普
通
の
こ
と
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

さ
て
作
品
は
、
自
分
勝
手
な
タ
イ
人
男
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も

放
っ
て
お
け
ず
、
や
が
て
ス
ウ
ィ
ー
ト
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
現
実
の
タ
イ
人
学
生
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に
も
多
く
見
ら
れ
る
わ

か
り
や
す
い
展
開
で
あ
る
が
、
主
人
公
は
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
男
性

主
人
公
と
と
も
に
屋
台
で
焼
酎
を
飲
ん
で
へ
べ
れ
け
に
な
り
、
う
か

つ
に
も
知
ら
ぬ
間
に
ホ
テ
ル
に
同
泊
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
女
性
が

JIN
RO

を
飲
ん
で
酔
い
潰
れ
た
挙
句
に
素
敵
な
男
性
に
介
抱
さ
れ

る
と
い
っ
た
韓
国
映
画
・
ド
ラ
マ
の
お
決
ま
り
パ
タ
ー
ン
が
い
つ
の

間
に
か
タ
イ
映
画
に
定
着
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、

『
ア
ン
ニ
ョ
ン
！　

君
の
名
は
』
で
出
逢
う
男
性
は
、
韓
国
映
画
や

『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
で
の
よ
う
な
素
敵
な
男
性
と
い
う
よ
り
も
、

い
い
加
減
な
男
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
。

『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
や
『
三
〇
は
イ
ケ
て
る
』
で
も
描
か
れ
て

い
る
が
、
主
人
公
級
の
女
性
が
こ
の
よ
う
に
正
体
が
な
く
な
る
ま
で

泥
酔
し
て
嘔
吐
す
る
シ
ー
ン
は
、
以
前
の
タ
イ
映
画
で
は
あ
ま
り
出

て
こ
な
か
っ
た
光
景
で
あ
る＊

11

。
映
画
作
成
側
も
主
人
公
の
泥
酔
を
敢

え
て
組
み
込
ん
で
い
る
節
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
は
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

感
は
漂
わ
ず
、
社
会
的
に
忌
避
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
現
実
で
も
、
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
と

い
わ
れ
る
新
興
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
界
隈
で
一
般
の

カ
ッ
プ
ル
や
「
Ｏ
Ｌ
」
女
性
グ
ル
ー
プ
が
ワ
イ
ン
に
興
じ
る
様
子
が

恒
例
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
「
最
新
の
文
化
環
境
」
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
か
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
ア
イ
テ
ム
は
ワ
イ
ン
あ
る
い
は
カ
ク

テ
ル
（
ま
れ
に
テ
キ
ー
ラ
）
で
あ
っ
て
、
日
本
と
違
い
女
性
グ
ル
ー

プ
だ
け
で
ビ
ー
ル
を
囲
む
姿
は
殆
ど
み
か
け
な
い
が
。

『
天
地
果
て
る
ま
で
』

『
フ
ァ
ー
ム
ア
ン
の
洞
窟
』

『
チ
ャ
ン
・
ダ
ー
ラ
ー
　
前
編
』

『
七
年
七
色
の
恋
』

以
上
の
作
品
と
は
対
照
的
に
社
会
派
の
濃
厚
な
作
風
で
、
文
学
の

名
作
を
元
に
し
た
映
画
群
が
あ
る
。『
天
地
果
て
る
ま
で
』（
二
〇
一

〇
）、『
フ
ァ
ー
ム
ア
ン
の
洞
窟
』（
二
〇
一
一
）、『
チ
ャ
ン
・
ダ
ー

ラ
ー　

前
編
』（
二
〇
一
二
）
で
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
同
一
監
督

の
作
品
で
事
前
に
雑
誌
や
テ
レ
ビ
等
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い

た
も
の
の
、
筆
者
が
観
に
行
っ
た
と
き
は
い
ず
れ
も
観
客
席
が
閑
散

か
と
素
敵
な
恋
に
落
ち
る
」
可
能
性
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

冒
頭
に
挙
げ
た
二
大
ジ
ャ
ン
ル
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
映

画
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
田
舎
風
の
稲
穂
の
香
り
が
す
る
社
会
派
映

画
か
、
派
手
で
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
感
の
す
る
「
ナ
ム
ナ
オ
」（
腐
っ
た

水
）
と
評
さ
れ
る
メ
ロ
ド
ラ
マ＊

７

が
目
立
っ
て
い
た
が
、
都
会
風
の

し
っ
と
り
と
し
た
大
人
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
が
出
現
し

た
の
で
あ
る
。
タ
イ
の
映
画
界
で
一
時
代
を
築
く
新
風
と
な
る
で
あ

ろ
う
か＊

８

。

『
三
〇
＋
　
独
身on S

ale

』

『
三
〇
は
イ
ケ
て
る
』

『
ア
ン
ニ
ョ
ン
！
　
君
の
名
は
』

続
い
て
『
三
〇
＋　

独
身on Sale

』『
三
〇
は
イ
ケ
て
る
』（
と

も
に
二
〇
一
一
）
に
触
れ
た
い
。
い
ず
れ
も
有
名
女
優
を
起
用
し
、

都
会
で
働
く
三
〇
代
前
半
の
独
身
女
性
を
主
人
公
に
据
え
た
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
で
あ
り
、『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
路
線
を
踏

襲
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
七
年
待
ち
続
け
た
挙
句
恋
人
に

捨
て
ら
れ
（
前
者
）、
あ
る
い
は
結
婚
を
迫
る
も
煮
え
切
ら
な
い
浮

気
症
の
男
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
に
断
ら
れ
（
後
者
）、
仕
事
の
充
実
感
と

は
裏
腹
の
欠
如
感
を
感
じ
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
年
下
の
男
性
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
、
年
齢
差
も
あ
る
の
で
躊
躇
い
な
が
ら

も
、
や
が
て
は
距
離
を
縮
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
相
手
が

年
下
と
い
う
以
外
に
も
、
両
作
品
と
も
に
主
人
公
は
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
仕
事
（
写
真
家
、
イ
ベ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）
を

し
て
お
り
、『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
が
無
名
女
優
を
抜
擢
し
、
か
つ

役
柄
も
よ
り
普
通
の
会
社
に
勤
め
る
一
般
人
に
近
い
設
定
で
あ
る
の

と
は
相
違
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
映
画
中
の
日
本
（
人
）
表
象
は
注
目
に
値

す
る
。『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
で
は
日
系
会
社
（
ソ
ー
ラ
ー
・
セ
ル

販
売
）
で
の
日
本
人
上
司
と
の
毎
朝
九
時
の
社
内
体
操
が
カ
リ
カ

チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。『
三
〇
＋　

独
身on 

Sale

』
で
主
人
公
が
振
ら
れ
た
あ
と
に
次
々
と
闇
雲
に
行
わ
れ
る
お

見
合
い
デ
ー
ト
の
場
は
必
ず
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
も
、
日
本
イ
メ
ー
ジ
は
も
は
や
プ
ラ
ス
で
は
な
く
滑
稽
さ
を

醸
し
出
す
舞
台
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
タ
イ
で
は
、

た
と
え
ば
美
容
院
で
の
髪
型
の
注
文
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
もJ-pop

風
はK

-pop

風
ほ
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が＊

9

、
映
画
に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
お
り
、「
韓
国
」
が
お
し
ゃ
れ

な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
「
背
景
」
と
し
て
現
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
ホ
ラ
ー
映
画
の
『
フ
ェ
ー
ト
（
双
生
児
）』（
二
〇
〇

七
）
で
も
、
韓
国
と
い
う
「
場
」
の
設
定
が
殆
ど
意
味
を
持
つ
こ
と

な
く
作
品
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
極
め
つ
け
は
『
ア
ン
ニ
ョ

ン
！　

君
の
名
は
』（
二
〇
一
〇
）
で
あ
ろ
う
。

「
コ
ー
ヒ
ー
プ
リ
ン
ス
」
や
ヨ
ン
様
の
足
跡
を
追
う
韓
流
フ
ァ
ン

の
一
人
旅
の
女
性
が
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
ツ
ア
ー
か
ら
は
ぐ
れ
た
タ

イ
人
男
性
と
知
り
合
う
ド
タ
バ
タ
劇
は
、
ま
さ
に
世
代
を
問
わ
ず
タ
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さ
か
欲
張
り
過
ぎ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
現
実
離
れ
し
た
興
醒
め
を
覚

え
る
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
の

隆
盛
と
と
も
に
、K

-pop

風
あ
る
い
は
「
韓
国
」
が
格
好
良
い
「
お

し
ゃ
れ
ア
イ
テ
ム
」
と
し
て
タ
イ
映
画
で
使
用
さ
れ
る
の
は
、
今
後

と
も
暫
く
は
続
く
よ
う
に
思
わ
れ
る＊

13

。

◉
注

＊	

１	

タ
イ
語
の
こ
の
言
葉
は
日
本
語
の
「
お
か
ま
」
と
同
様
、
差
別
的

意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
使
用
に
は
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。

＊	

２	

タ
イ
で
の
ホ
ラ
ー
映
画
の
盛
況
に
つ
い
て
は
四
方
田
『
怪
奇
映
画

天
国
ア
ジ
ア
』
に
詳
し
い
。「
ガ
ト
ゥ
ー
イ
」
に
関
し
て
は
、『
ア
タ
ッ

ク
・
ナ
ン
バ
ー
ハ
ー
フ
』（
二
〇
〇
〇
）
が
日
本
で
も
上
演
さ
れ
話
題

と
な
っ
た
。ま
た
パ
タ
ヤ
で
の
国
際
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
コ
ン
テ
ス
ト（M

iss 
International Q

ueen

）
は
、
は
る
な
愛
が
優
勝
し
て
日
本
で
も
知
名

度
が
上
が
っ
て
い
る
。

＊	

３	

ち
な
み
に
主
演
女
優
の
ク
リ
ス
・
ホ
ー
ワ
ン
は
ほ
ぼ
無
名
に
近
い

元
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
ダ
ン
ス
の
先
生
（
兼
モ
デ
ル
）

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
映
画
に
よ
っ
て
一
躍
時
の
人
と
な
り
、
ト
ヨ
タ
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
企
業
に
抜
擢
さ
れ
一
時
期
「
Ｃ
Ｍ
の
女
王
」
の

観
を
呈
し
た
。
ま
た
主
演
男
優
に
は
『
絵
の
裏
』（
二
〇
〇
一
）
で
日

本
で
も
お
馴
染
み
の
ケ
ン
・
テ
ィ
ー
ラ
デ
ー
ト
を
配
し
て
い
る
。

＊	

４	

近
年
若
者
間
で
「
友
達
以
上
恋
人
未
満
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
流

行
言
葉
で
、
映
画
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
。
年
長
者
の
間
で
は
「
愛

人
」
と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

＊	

５	

モ
ノ
レ
ー
ル
と
表
現
す
る
在
留
日
本
人
が
多
い
が
、
一
般
的
な
二

条
式
鉄
道
で
あ
る
。

＊	

６	

大
阪
大
学
文
学
部
の
講
義
で
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
際
、
映
像

を
み
た
多
く
の
学
生
た
ち
が
、
例
え
ば
タ
イ
と
い
え
ば
（
都
会
で
も
）

象
が
出
て
く
る
と
い
っ
た
自
分
の
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
違
に

驚
い
て
い
た
。

＊	

７	

３
ch
で
は
都
会
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
正
妻
・
愛
人
間
の
ど
ろ
ど

ろ
の
愛
憎
物
語
、
７
ch
で
は
田
舎
風
の
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
喧
嘩
好

き
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
っ
た
感
じ
で
趣
向
は
分
か
れ
る
も
の
の
、「
ナ
ム

ナ
オ
」
の
系
譜
は
現
在
で
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
番
組
に
大
い
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

＊	

８	

こ
こ
に
至
る
下
地
と
し
て
『
フ
ェ
ー
ン
チ
ャ
ン
～
僕
の
恋
人
』（
二

〇
〇
三
）、『
早
春
賦
』（
二
〇
〇
六
）、『
ミ
ウ
の
歌
～Love of Siam

』

（
二
〇
〇
七
）、
の
よ
う
に
し
っ
と
り
落
ち
着
い
た
叙
情
あ
ふ
れ
る
作
風

の
映
画
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
（
小
学
生
～

高
校
生
）
を
主
人
公
と
し
て
い
る
。

＊	

９	

か
つ
てJ-pop

風
が
人
気
を
誇
っ
て
い
た
頃
は
、
日
本
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
雑
誌
を
小
脇
に
抱
え
、
気
の
利
い
たJapanese Restaurant 

で
恋
人
と
食
事
す
る
こ
と
が
お
洒
落
の
最
前
線
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の

若
者
の
メ
ッ
カ
、
サ
イ
ア
ム
・
ス
ク
エ
ア
の
セ
ン
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
原

宿
を
模
し
て
造
ら
れ
る
な
ど
し
た
時
代
も
あ
っ
た
（
平
松 

二
〇
一
〇
：

二
二
）。

＊	

10	

ト
ー
タ
ル
（
歴
代
）
で
は
同
じ
Ｇ
Ｔ
Ｈ
制
作
の
『
ス
カ
イ
ト
レ
イ

ン
』（
二
〇
〇
九
年
度
興
行
収
入
一
位
）
に
及
ば
な
か
っ
た
。

＊	

11	

今
回
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
映
画
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
を
、
往
年

の
映
画
の
―
―
た
と
え
ば
「『
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
最
後

に
は
善
が
す
べ
て
に
打
ち
勝
つ
』
と
い
っ
た
美
徳
の
あ
る
女
性
の
理
想

と
し
て
い
た
。
個
人
的
感
想
で
は
著
名
な
文
学
者
マ
ー
ラ
イ
・

チ
ュ
ー
ピ
ニ
ッ
ト
を
原
作
者
に
持
つ
『
天
地
果
て
る
ま
で
』
が
内

容
・
完
成
度
と
も
随
一
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
批
評
が
目
的
で

は
な
い
の
で
タ
イ
ト
ル
に
触
れ
る
だ
け
と
す
る
。

『
フ
ァ
ー
ム
ア
ン
の
洞
窟
』
は
黒
沢
映
画
『
羅
生
門
』
の
ク
ク

リ
ッ
ト
・
プ
ラ
モ
ー
ト
に
よ
る
翻
案
を
元
に
し
て
お
り
、
舞
台
は
北

タ
イ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
羅
生
門
な
ら
ぬ
洞
窟
中
（
撮
影
は

チ
ェ
ン
マ
イ
の
ウ
モ
ー
ン
寺
）
の
老
人
役
と
し
て
、
こ
こ
し
ば
ら
く

映
画
で
演
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
歌
手
・
俳
優
・
映
画
監
督
の
ポ
ン

パ
ッ
ト
・
ワ
チ
ラ
バ
ン
チ
ョ
ン
が
出
て
き
て
注
目
を
浴
び
た
。
北
タ

イ
の
「
藪
の
中
」
で
発
生
し
た
殺
人
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
証
言
に

触
れ
て
「
我
々
は
皆
各
々
が
国
家
の
英
雄
な
ど
と
思
っ
と
る
が
、

（
い
ず
れ
の
側
も
）
ち
っ
ぽ
け
で
、
臆
病
で
、
気
が
許
せ
ぬ
」
云
々

と
語
る
の
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
政
治
紛
争
を
揶
揄
し
て
い
る
の
で

は
と
の
解
釈
も
成
り
立
つ
。
赤
シ
ャ
ツ
組
と
黄
シ
ャ
ツ
組
と
の
紛
争

は
バ
ン
コ
ク
の
国
際
空
港
が
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
し
て
私
た
ち
日
本
人

の
記
憶
に
も
新
し
い
で
あ
ろ
う
。『
チ
ャ
ン
・
ダ
ー
ラ
ー
』
も
原
作

は
官
能
的
と
言
わ
れ
る
文
学
の
名
作
で
あ
る
。
作
品
中
日
本
人
が
主

人
公
の
妹
役
で
登
場
す
る
の
に
注
目
す
べ
き
か＊

12

。

最
後
に
、『
七
年
七
色
の
恋
』（
二
〇
一
二
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
短
編
三
作
品
の
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
で
あ

る
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
の
「
絆
」
を
現
実
の
も
の
よ
り
大
事
に

し
、
自
身
の
投
稿
ビ
デ
オ
の
反
応
に
一
喜
一
憂
し
、
や
が
て
は
そ
れ

に
振
り
回
さ
れ
現
実
の
彼
女
に
愛
想
を
尽
か
さ
れ
振
ら
れ
て
し
ま
う

高
校
生
の
話
で
始
ま
る
。
タ
イ
で
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
利
用
率
は

実
質
世
界
一
と
も
囁
か
れ
、
そ
の
開
始
も
日
本
よ
り
も
遥
か
に
早

か
っ
た
。
直
近
の
事
例
で
は
、
ア
メ
リ
カ
副
大
統
領
候
補
が
真
似
す

る
こ
と
で
日
本
で
も
漸
く
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
たK

-pop

「
ガ
ム
ナ
ン
（
江
南
）
ス
タ
イ
ル
」
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
週
に
は
既
に
、
タ
イ
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
い
ち

早
く
大
き
な
話
題
と
な
り
、
踊
り
を
真
似
す
る
者
が
続
出
す
る
「
社

会
現
象
」
が
起
き
た
。
ま
た
、
大
学
で
の
連
絡
事
項
も
大
抵
は
ま
ず

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
く
る
な
ど
、
当
地
で
は
既
に

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
必
須
ア
イ
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
こ
の

よ
う
な
事
情
を
有
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
あ
る
が
、

映
画
で
は
利
便
性
の
範
囲
を
大
き
く
踏
み
超
え
て
依
存
症
と
な
り
、

逆
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
若
者
の
状
況
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
七
年
七
色
の
恋
』
の
掉
尾
を
飾
る
の
は
文
字
通
りK

-pop

の
代

表
的
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
２
Ｐ
Ｍ
に
属
す
る
タ
イ
人
メ
ン
バ
ー
の
ニ
ッ

ク
ン
（
タ
イ
で
は
本
名
で
ニ
ィ
チ
ャ
ク
ン
と
呼
ば
れ
る
）
が
登
場
す

る
作
品
で
あ
る
。
今
回
は
平
凡
な
四
〇
過
ぎ
の
女
性
が
日
常
の
公
園

で
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
を
通
し
て
ニ
ィ
チ
ャ
ク
ン
扮
す
る
美
男
の
若
者

と
出
逢
い
恋
人
関
係
に
陥
そ
う
に
な
る
と
い
っ
た
設
定
で
、
視
聴
者

は
『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
以
上
に
勇
気
を
得
る
の
か
、
そ
れ
と
も

K
-pop

か
つ
先
行
す
る
映
画
の
「
旨
み
」
を
融
合
し
た
よ
う
な
い
さ
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語
、
⑥
未
公
開
。

『
絵
の
裏
』…
…
①

／Behind the Painting

、
②
チ
ュ
ー

ト
・
ソ
ン
シ
ー
、
③
二
〇
〇
一
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
一
）。

『
三
〇
＋　

独
身O

n Sale

』…
…
①

 O
n Sale

、
②
プ
テ
ィ
ッ

ポ
ン
・
プ
ロ
ム
サ
ー
カ
・
ナ
・
サ
コ
ン
ナ
コ
ン
、
③
二
〇
一
一
年
、
④

タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
三
〇
は
イ
ケ
て
る
』…
…
①

／Fabulous 30

、
②
ソ
ム
チ

ン
・
シ
ー
ス
パ
ー
プ
、
③
二
〇
一
一
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
未

公
開
。

『
早
春
賦
』…
…
①Seasons Change

、
②
ニ
テ
ィ
ワ
ッ
ト
・
タ
ラ
ー
ト
ー

ン
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ

ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）。

『
チ
ャ
ン
・
ダ
ー
ラ
ー　

前
編
』…
…
①

、
②
パ
ン
テ
ー

ワ
ノ
ッ
プ
・
テ
ー
ワ
ク
ン
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、

⑥
未
公
開
。

『
天
地
果
て
る
ま
で
』…
…
①

／Eternity

、
②
パ
ン
テ
ー

ワ
ノ
ッ
プ
・
テ
ー
ワ
ク
ン
、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、

⑥
未
公
開
。

『
夏
休
み　

ハ
ー
ト
は
ド
キ
ド
キ
！
』…
…
① ミ

ウ
の
歌

 

รักแห
ง่สยาม 

 夏
休
み

 
ปิดเท

อมให
ญ

 ่ห
ัวใจวา้วุน่ 

／

H
orm

ones

、
②
ソ
ン
ヨ
ッ
ト
・
ス
ッ
ク
マ
ー
ク
ア
ナ
ン
、
③
二
〇
〇

八
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
ア
ジ
ア
海
洋
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）。

『
七
年
七
色
の
恋
』…
…
①

／Seven Som
ething

、
②
パ

ウ
ィ
ー
ン
・
プ
ー
リ
チ
ッ
ト
パ
ン
ヤ
ー
、
ア
デ
ィ
ソ
ー
ン
・
ト
リ
ー
シ

リ
カ
セ
ー
ム
、
チ
ラ
・
マ
リ
ク
ン
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ

イ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
フ
ァ
ー
ム
ア
ン
の
洞
窟
』…
…
①

／T
he O

utrage

、
②

パ
ン
テ
ー
ワ
ノ
ッ
プ
・
テ
ー
ワ
ク
ン
、
③
二
〇
一
一
年
、
④
タ
イ
、
⑤

タ
イ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
フ
ェ
ー
ト
（
双
生
児
）』…
…
①

／A
lone

、
②
バ
ン
ジ
ョ
ン
・
ピ
サ

ヤ
タ
ナ
ク
ー
ン
、
パ
ー
ク
プ
ー
ム
・
ウ
ォ
ン
プ
ー
ム
、
③
二
〇
〇
七

年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
フ
ェ
ー
ン
チ
ャ
ン
～
僕
の
恋
人
』…
…
①

／M
y Girl

、
②
三
六

五
フ
ィ
ル
ム（
コ
ム
ク
リ
ッ
ト
・
ト
リ
ー
ウ
ィ
モ
ン
、ウ
ィ
ッ
タ
ヤ
ー
・

ト
ー
ン
ユ
ー
ヨ
ン
、
ソ
ン
ヨ
ッ
ト
・
ス
ッ
ク
マ
ー
ク
ア
ナ
ン
、
ニ
テ
ィ

ワ
ッ
ト
・
タ
ラ
ー
ト
ー
ン
、
ア
デ
ィ
ソ
ー
ン
・
ト
リ
ー
シ
リ
カ
セ
ー

ム
、
ウ
ィ
ッ
チ
ャ
パ
ッ
ト
・
コ
ー
チ
ウ
）、
③
二
〇
〇
三
年
、
④
タ
イ
、

⑤
タ
イ
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
五
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ブ
ン
ミ
お
じ
さ
ん
の
森
』…
…
①

〔
ブ
ン
ミ
ー
お
じ
さ

ん
前
世
を
思
い
出
す
〕
／U

ncle Boonm
ee W

ho Can Recall H
is 

Past Lives

、
②
ア
ピ
チ
ャ
ー
ト
ポ
ン
・
ウ
ィ
ー
ラ
セ
ー
タ
ク
ン
、
③

二
〇
一
〇
年
、
④
タ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ

ン
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
東
京
フ
ィ
ル
メ
ッ
ク
ス
映
画
祭
（
二
〇
一
〇
）、

劇
場
公
開
（
二
〇
一
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ミ
ウ
の
歌
～Love of Siam

』…
…
① ミ

ウ
の
歌

 

รักแห
ง่สยาม 

 夏
休

み
 

ปิดเท
อมให

ญ
 ่ห
ัวใจวา้วุน่ 

〔
サ
イ
ア
ム
の
恋
〕

／T
he Love of Siam

、
②
チ
ュ
ー
キ
ア
ッ
ト
・
サ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ラ
ク

ン
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ

ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
八
）、
大
阪
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
（
二

〇
〇
九
）、
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
九
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
羅
生
門
』…
…
①
羅
生
門
、
②
黒
澤
明
、
③
一
九
五
〇
年
、
④
日
本
、
⑤

日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
五
〇
）。

像
を
体
現
す
る
」
ヒ
ロ
イ
ン
像
（
チ
ャ
リ
ダ
ー 

二
〇
〇
八
：
三
二
）
と

比
較
し
て
み
る
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
別
に
稿

を
起
こ
し
論
じ
て
み
た
い
。

＊	

12	
 

雑
誌
等
で
は
日
本
の
有
名
な
Ａ
Ｖ
女
優
（
西
野
翔
）
出
演
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
『
夏
休
み 

ハ
ー
ト
は
ド
キ
ド
キ
！
』（
二
〇
〇

八
）
や
『Love Sum

m
er　

ビ
ー
チ
で
恋
』（
二
〇
一
一
）、『
イ
ー

テ
ィ
ム　

タ
ー
イ
ネ
ー
』（
二
〇
〇
八
）
で
蒼
井
そ
ら
、
辰
巳
ゆ
い
、

明
日
果
（
後
藤
ゆ
い
き
）
等
々
が
主
役
・
準
主
役
級
で
登
場
し
、「
セ

ク
シ
ー
」
系
日
本
人
女
優
の
起
用
が
慣
例
化
し
つ
つ
あ
る
。『
イ
ー
テ
ィ

ム　

タ
ー
イ
ネ
ー
』
に
は
注
３
に
挙
げ
た
ク
リ
ス
も
出
演
し
て
い
る
。

＊	

13	

た
だ
し
『
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
』
で
片
手
に
黒
の
グ
ロ
ー
ブ
を
は
め

て
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
レ
イ
ン
（Rain
）
の
姿
が
コ
ミ
カ
ル
に
真
似
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
韓
流
」
が
茶
化
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

◉
参
考
文
献

チ
ャ
リ
ダ
ー
・
ウ
ア
バ
ム
ル
ン
チ
ッ
ト
（
二
〇
〇
八
）「
タ
イ
映
画
の
ヒ

ロ
イ
ン
像
を
築
い
た
ペ
ッ
チ
ャ
ラ
ー
・
チ
ャ
オ
ワ
ラ
ー
ト
」『
を
ち
こ

ち
（
遠
近
）』
二
一
号
、
三
二
―
三
四
頁
。

平
松
秀
樹
（
二
〇
〇
八
ａ
）「
日
・
タ
イ
文
学
に
み
る
良
妻
賢
母
：
周
辺

の
言
説
と
と
も
に
」
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文
学
部
東
洋
言
語
学

科
日
本
語
講
座
編
『
タ
イ
国
日
本
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
〇
七

論
文
報
告
書
』、
一
五
七
―
一
七
五
頁
。

平
松
秀
樹
（
二
〇
〇
八
ｂ
）「
ク
ク
リ
ッ
ト
・
プ
ラ
モ
ー
ト
『
シ
ー
・
ペ

ン
デ
ィ
ン
（
王
朝
四
代
記
）』
と
〝
ク
ン
ラ
サ
ト
リ
ー
〟：
タ
イ
近
代
女

子
教
育
の
日
本
と
の
関
わ
り
の
考
察
と
と
も
に
」『
待
兼
山
論
叢
』（
大

阪
大
学
文
学
研
究
科
）
四
二
号
、
九
九
―
一
一
八
頁
。

平
松
秀
樹
（
二
〇
一
〇
）「
タ
イ
に
お
け
る
日
本
文
学
・
文
化
及
び
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
受
容
の
現
状
と
研
究
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
第

二
一
巻
第
三
号
、
一
七
―
二
八
頁
。

平
松
秀
樹
（
二
〇
一
一
）「
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
文
学
」
日
本
比
較
文
学

会
編
『
越
境
す
る
言
の
葉
―
―
世
界
と
出
会
う
日
本
文
学
』
日
本
比
較

文
学
会
学
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
論
文
集
、
彩
流
社
、
五
一
―
五
九
頁
。

四
方
田
犬
彦
（
二
〇
〇
九
）『
怪
奇
映
画
天
国
ア
ジ
ア
』
白
水
社
。

映
画
リ
ス
ト

『BT
S- Bangkok T

raffi
c

（Love

）Story

』…
…
①

〔
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
が
逢
い
に
来
る
〕
／Bangkok T

raffi
c Love 

Story

、
②
ア
デ
ィ
ソ
ー
ン
・
ト
リ
ー
シ
リ
カ
セ
ー
ム
、
③
二
〇
〇
九

年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
沖
縄
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
〇
）。

『Love Sum
m

er　

ビ
ー
チ
で
恋
』…
…
①

／

Love Sum
m

er

、
②
ト
ラ
イ
ラ
ッ
ク
・
マ
ッ
ク
ミ
ー
オ
ン
ペ
ー
ト
、
③

二
〇
一
一
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ア
タ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
ハ
ー
フ
』…
…
①

〔
鉄
の
女
性
〕
／

T
he Iron Ladies

、
②
ヨ
ン
ユ
ッ
ト
・
ト
ー
ン
コ
ー
ン
ト
ゥ
ン
、
③
二

〇
〇
〇
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
一
）、
Ｖ

Ｈ
Ｓ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ア
ン
ニ
ョ
ン
！　

君
の
名
は
』…
…
①

／H
ello Stranger

、

②
バ
ン
チ
ョ
ン
・
ピ
サ
ン
タ
ナ
ク
ー
ン
、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
タ
イ
、

⑤
タ
イ
語
、
⑥
大
阪
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
（
二
〇
一
一
）、
テ
レ
ビ
放
映

（
二
〇
一
一
）。

『
イ
ー
テ
ィ
ム　

タ
ー
イ
ネ
ー
』…
…
①

／K
ill T

im

、②
ユ
ッ

タ
ル
ー
ト
・
シ
ッ
パ
パ
ー
ク
、
③
二
〇
〇
八
年
、
④
タ
イ
、
⑤
タ
イ
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著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
平
松
秀
樹
（
ひ
ら
ま
つ
・
ひ
で
き
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
大
阪
大
学
・
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
・
非
常
勤

講
師
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
共
同
研
究
員
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
八
年
、
岡
山
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
タ
イ
研
究
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
（
タ
イ
・

日
）。

⑤
学
歴
…
…
京
都
大
学
文
学
部
、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院
比

較
文
学
科
・
修
士
課
程
（
比
較
文
学
専
攻
）、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
・
博
士
課
程
（
比
較
文
学
専
攻
）。

⑥
職
歴
…
…
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
（
旧
大
阪
外
国
語
大
学
）・
文
学
部
・

非
常
勤
講
師
（
三
六
歳
～
現
在
）、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文
学

部
・
専
任
講
師
・
非
常
勤
講
師
（
三
九
歳
～
現
在
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
タ
イ
：
タ
イ
の
僧
院
に
て
出
家
修
行
・
僧
籍
（
二

七
歳
、
二
年
間
）、
大
学
院
留
学
（
二
九
歳
、
四
年
）、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
講
師
（
専
任
・
非
常
勤
、
三
九
歳
、
五
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
仏
道
修
行
（
瞑
想
・
パ
ー
リ
語
・
仏
教
教
理
）
の
経
験

が
タ
イ
文
学
・
文
化
を
理
解
す
る
上
で
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
比
較
文
学
会
、
国
際
比
較
文
学
会
、
日
本
タ
イ
学

会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
三
年
の
日
本
で
の
コ
メ
不
足
。
日
本
が
冷

害
に
よ
る
米
不
足
で
急
遽
タ
イ
か
ら
緊
急
輸
入
を
要
請
し
た
経
緯
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
も
タ
イ
米
の
悪
口
（
ほ
と
ん
ど
挨
拶
が
わ
り

の
よ
う
に
）
を
述
べ
る
日
本
人
が
多
か
っ
た
。
日
本
人
の
他
の
ア
ジ
ア

を
と
ら
え
る
「
ま
な
ざ
し
」
に
疑
問
を
感
じ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
佐
々
木
英
昭
編
『
異
文
化
へ
の
視
線
―
―
新
し
い
比
較

文
学
の
た
め
に
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）、
稲
賀
繁
美 

編
『
異
文
化
倫
理
の
理
解
に
む
け
て
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
〇
年
）。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
（
前
者
）、
実
践
と
し
て
（
後
者
）、
異

文
化
と
接
す
る
際
の
「
心
構
え
」
を
示
し
て
い
て
有
益
。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
ミ
カ
ド
』（
原
題
『T

he M
ikado

』、
ヴ
ィ

ク
タ
ー
・
シ
ャ
ー
ツ
ィ
ン
ガ
ー
監
督
、
一
九
三
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
）。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
西
洋
人
の
ま
な
ざ
し
を
日
本
人
が
東
南
ア
ジ

ア
を
見
つ
め
る
際
の
「
他
山
の
石
」
と
し
た
い
。


